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宇俵田届望


谷焼はご存知のとおり石川県を代表する伝統工芸であり､金沢から加賀までの地域で時代とともに産地

九 と様式が移り変わってきたことが特色です｡そのなかでも能美地方の九谷焼は ｢産業九谷｣と呼ばれ､

分業体制による大量生産を実現し､世界の市場で ｢ジャパン ･クタ二｣の名声を築きました｡

能美九谷歴史調査会は能美九谷の歴史をまとめる活動を進めており､九谷焼産地の関係者で運営されて

います (下図参照)｡調査会では今後も九谷焼産業に緑の深い大先輩や郷土史家からお話をうかがい､地域の

歴史を掘り起こしていこうと考えています｡いわゆるオーラル ･ヒストリーの手法を使って調査を進めていき

ますが､それは地域に眠った記憶を呼びさまし､検証していくことでもあります｡

北陸先端大では調査活動や資料作成､九谷茶碗まつりの企画展示で協力をしています｡地域の一員として､

この活動が地域資源を豊かにすることにつながり､地域の魅力が一層増していくことを期待しています｡地域に

対する人びとの関心が高まり､その歴史を理解し共有することが地域イノベーションの新たな胎動を生んで

いく基盤になると考えているからです｡
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中 村 司 石川県陶磁器商工業協同組合調査会要具長 (調査)
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r知鰯科学に轟コく科学技術の■進と集群J亡[37 
/ ･ r21世把COEプEjクラム｣とは､日本に世界最高水準の研究教育拠点 (centerofexcee"nce)を形成し､研究水準の向上

と世界をリー ドする創造的な人材の育成を図るため､平成 14年度から文部科学省が実施している事薬｡r和を科学に基づく

科学技術の創造と策謀｣は､本学で採択された最初の COEプログラムであり､平成 15年度から始まって今年が 5年目､

すなわち最終年度にあたる｡本プEjクラムでは先犠科学技術の研究の場､さらに社会のあらゆる状況において､イノベーション

を起こすための知敬創造プE=セスの研究､そして､それを担う人材としての ｢知のコーディネータ｣r知のクリエータ｣育成に

取り抵んでいる｡文理恕合を､マテリアルサイエンス研究科 (理系)と期法科学研究科 (広い蒙昧での文系)の運排プロジェクト

･鯉 という形で実践している点が､本 COEの大きな特色である｡ 
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川県陶磁器商工業協同組合では､九谷茶碗まつりの 100回目の開催を機に､九谷茶碗まつりの歴史や能美

石 地方の九谷焼 (能美九谷)の歴史をとりまとめることにしました｡そこで､能美九谷歴史調査会を組織し､

能美地方の九谷焼の歴史や特色を議論しています｡

ことが議論になっています｡その問いに答えることは能美九谷の

アイデンティティを確認することでもあります｡

能美九谷のアイデンティティとは何でしょうか? まだ､議論の

途中ですが､郷土が生んだ二人の名工､斎田連関と九谷庄三､そして､

江戸末期から始まった生産プロセスの分業化による ｢産業九谷｣の

興隆と商人の存在に注目しています｡能美地域は明治以降じつに

多くの商人を輩出してきました｡その代表的な存在が綿野吉二

です｡
九谷焼茶碗まつり(2003年)
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' 斎田道開 (さいだどうかい)は本名を斎田伊三郎と言い､寛政8年に佐野村の豪農桶屋伊≡石工門

の長男として生まれました｡文化8年､当時 16歳の伊三郎は看杉村の十村役林八兵衛が招いた肥前の

陶工本多貞吉の若杉窯に行き､製陶の技術を習得しました｡

文化 13年､21歳のとき､山代町の豆腐屋市兵衛について南京写染付の技法を学び､再び若杉窯に

来て赤絵勇次郎につき赤絵を学びます｡その後､27歳で京都に赴き､清水の名工水越与三平に製陶着

画の方法を学び､文政 10年に伊万里に学んだ後､美濃尾張など諸国の陶業地を歴遊しました｡

天保6年､40歳の頃帰郷して佐野窯を始め､二代日伊三郎､松屋菊三郎等数十名が学びました｡安政 

5年､佐野与四兵衛山に佐野石､鍋谷村に陶土を発見し､中川源左衛門､深田源六､三川庄助等に素地窯

を作らせました｡当時､7本の登り窯が茶碗山に煙を出していたと伝えられています｡九谷焼の上絵に荒

窯と金窯の二度煩の方法を生み出しました｡明治元年9月､73歳で死去しました｡

九谷庄三 (くたにしょうざ)は文化 13年 12月に能美郡寺井村に茶屋庄三郎の長男として生まれ､生

後間もなく叔父与三郎に養育されました｡幼名を庄七といいます｡

文政9年､10歳で加賀薄黒の若杉陶器所へ入所｡赤絵勇次郎に師事すること6年､天保2年に粟生屋

訂 源右衛門窯で楽陶を学びます｡天保3年､小野窯へ黒工として入所し､すぐに頭角を現します｡天保9年､

越前丸山窯で陶業を指導しながら研按を積みますO天保 12年､故郷寺井に帰り､上絵窯を築きました.

嘉永 4年､武原シヅと結婚し､これより北国街道沿いの新居に移り､名前を庄七から庄三へ改名します｡

慶応元年には彩色金捕手 (庄三風)が完成しました｡明治 11年､明治天皇が行幸し､金沢で庄三の大香

炉を､寺井の鈴木清七万で庄三の大皿と武原善平の花瓶を天覧されました｡明治 16年8月に満67歳で

死去しました｡

九谷焼の大貿易商である綿野吉二 (わたの きちじ)は､安政6年 12月に寺井村に生まれました｡明治 
7年､父とともに神戸に支店を開設し､外国商社と取引を始めました0

明治 13年､21歳の時､父から独立して横浜に移り､その後､米国､ヨー】ロツ八に九谷焼の販路を拡lプ

ました｡23歳の若さで日本陶商同盟会の頭取となり､その後も香港､シンガポール､広東に商圏を拡張

しました｡

また､九谷焼以外でも活躍をしています｡明治31年には京浜急行電鉄を創立し､同32年 1月に竣工

しました｡大正元年には寺井駅の開設にも尽力しました｡

大正 12年に関東大震災に会い､困難に直面しましたが､再度立ち上がり､晩年は横浜貿易協会の会頭

を務めました｡多くの功績を残し､昭和9年1月に77歳で死去しました｡ 

人の偉人oかれらは九谷茶碗まつりの歴史にも大きな関わりをもっています.現在､能美市で5
3 月の連休に開催`

されている九谷茶碗まつりは､元々､旧寺井町の佐野地区と寺井地区で､別々に慰霊祭として開催されていた

ものです｡

佐野の｢茶碗まつE)｣は明治 41年 (1908年)に始まりました｡村民が陶祖 斎田道開 (伊三郎)の遺徳を偲ぶため､

狭野神社弁天山に祖霊社を建て紀 D､記功碑を建てました.明治 41年に祖霊社を同神社に改築し､陶祖神社として

道開らの慰霊祭を行ったのが､佐野茶碗まつりの始まりです｡

一方､寺井の ｢九谷まつり｣は大正 10年 (1921年)に始まりました｡当初は ｢庄三まつり｣と称しており､毎年 6

月5日に､寺井区五間堂道の庄三記功碑前通りで開催していました｡大正 15年､綿野吉二の祖霊社をもとに九谷神


社を創建し､以後､本多貞吉 ･九谷庄三などの名=の慰霊祭を毎年行ないました.昭和 25年に会場を旧能美線 ･


本寺井駅前通りに移し｢九谷まつり｣と改称して開催､昭和 46年以降は石川県九谷会館周辺で開催しました｡


昭和 48年､九谷茶碗崇奉賛会が設立され､石川県陶磁器商工業協同組合の主催となり､｢九谷茶碗まつり｣に名

称を統一し､5月3､4､5日の連休に佐野 ･寺井の 2会場で開催しました｡さらに､平成 10年からは会場も統一し､

和田山古墳公園周辺で開催しています｡

現在の陶祖神社 (能美市佐野) 現在の九谷神社 (能美市寺井)
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